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会

頭

　
羽
田
明
理
事
長
の
御
退
任
に
と
も
な
い
、
五
月

十
七
日
の
理
事
会
に
お
い
て
互
選
の
結
果
、
佐
伯

富
氏
が
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に

常
任
理
事
の
改
選
も
行
な
わ
れ
、
会
計
担
当
に
水

津
一
朗
、
庶
務
担
当
に
松
尾
尊
莞
、
編
集
担
当
に

竺
沙
雅
章
の
各
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
理

事
の
羽
田
明
、
小
野
川
秀
美
両
氏
は
定
年
御
退
官

に
と
も
な
い
顧
問
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
編
集
委
員
に
も
異
動
が
あ
り
、
本
年
度
編

集
を
お
願
い
し
て
い
る
委
員
は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。

栄
原
永
遠
男
氏
（
国
史
学
）

大
谷
敏
夫
氏
（
東
洋
史
学
）

清
水
忠
重
氏
（
西
洋
史
学
）

尼
川
創
二
氏
（
現
代
史
学
）

山
田
　
誠
氏
（
地
理
学
）

中
村
徹
也
氏
（
考
古
学
）

「
史
学
研
究
大
会
お
よ
び
総
会
」
御
案
内

　
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
左
記
の
ご

と
く
本
年
度
の
史
学
研
究
大
会
お
よ
び
総
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
参
会
下
さ
い
。

　
　
日
時
　
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
場
所
　
京
大
楽
友
会
館

　
　
公
開
講
演

　
　
関
東
大
震
災
以
後
五
十
年

　
　
　
京
都
大
学
助
教
授
　
　
　
　
松
尾
尊
莞
氏

　
　
ク
リ
ミ
ア
戦
争
と
東
ア
ジ
ア

　
　
　
椙
山
女
子
学
園
大
学
教
授
　
中
山
治
一
氏

　
　
　
「
史
林
」
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど
。

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
　
四
百
字
詰
五
〇

　
　
枚
程
度
。
研
究
論
文
に
は
四
百
字
以
内
の

　
　
「
要
約
」
と
「
英
文
要
約
偏
を
添
付
の
こ
と
。

　
　
原
則
と
し
て
注
釈
は
各
章
ご
と
に
入
れ
る
こ

　
　
と
。

　
○
学
界
動
向
、
批
判
と
反
省
　
四
百
字
詰
三
〇

　
　
枚
以
内
。

　
○
書
評
　
四
百
字
三
二
〇
枚
以
内
。

　
○
紹
介
　
四
百
字
詰
三
枚
程
度
。

◇
送
先
　
「
史
林
」
編
集
委
員
会
宛
。

　
な
お
、
編
集
委
員
は
本
誌
を
定
期
的
に
刊
行
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
執
筆

を
お
願
い
し
た
場
合
に
は
、
校
正
な
ど
、
す
み
や

か
に
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

130 （620）

［
九
七
三
年
六
月
二
五
日
印
刷

一
九
七
三
年
七
月
一
臼
発
行

史
発
行
人

印
刷
所

　
　
　
　
　
　
　
定
価
四
五
〇
談

林
　
　
（
第
五
六
巻
第
四
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
播

　
理
事
長
　
　
佐
　
　
伯
　
　
　
富

　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社



　　THE　SHIRIN

　　　　　　or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　LVI．　No．　4 July　1973

　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Articles　：

Prinz（砂｛加業恕der　Tempeldirektor　des

　Myohoin妙法院und　seine　Zeit・……・・…＿＿＿＿＿S．　Murayama（1）

Fan－le’ung・ッ吻π一ch’ien方孔圓銭in　Hsien－Ch’in

　先秦Period…………・………………・…・……・…・………・……1．　Jnaba（46）

La　Politique　Guerribre　de　Richelieu　de　1624　b　1630　・・・…Y．　Aga　（75）

　Note：

Approach　to　the　study　of　clay　images・・・…t・・…一一・…H．　Kawanishi　（108）

　Miscellaneous　：

’

　　　　　　　Published

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Sociely　of　Historical　Research）

　Kyoto　University，　Kyoto，　Japan


